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中
学
３
年
生
卒
業
ま
で
医
療
費
を
無
料
に

　

福
岡
県
が
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
拡
大
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
仮

に
、
県
が
通
院
・
入
院
と
も
小
学

６
年
生
ま
で
医
療
費
を
無
料
化
す

る
場
合
、
市
町
村
に
対
す
る
補
助

割
合
は
、
現
行
基
準
が
維
持
さ
れ

れ
ば
50
％
で
す
。
こ
の
軽
減
分
を

使
え
ば
、
中
学
３
年
生
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
は
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

中
嶋
町
長
に
「
子
ど
も
医
療
費

　

安
倍
内
閣
の
「
平
和
安
全
法
制 

」
と
い
う
名
の
戦
争
法
案
は
４
月

20
日
付
の
日
本
経
済
新
聞
で
、
賛

成
29
％
、
反
対
54
％
と
、
過
半
数

の
国
民
が
反
対
し
て
い
ま
す
。

　

「
平
和
安
全
法
制
」
と
は
名
ば

か
り
で
、
中
身
は
「
海
外
で
戦
争

を
す
る
国
づ
く
り
」
で
す
。
法
案

は
「
平
和
」
と
も
国
民
の
「
安
全 

」
と
も
全
く
無
縁
の
も
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
が
世
界
で
行
う
戦
争
に

自
衛
隊
が
支
援
・
参
戦
す
る
戦
争

法
案
で
す
。

　

町
民
の
生
命
と
安
心
・
安
全
を

守
る
町
長
は
、
こ
の
法
案
に
反
対

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

  

福
岡
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
糟
屋

地
区
市
町
長
会
で
検

討
し
て
い
く
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

中
学
３
年
生
卒
業
ま
で
無
料
化
」

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

中
嶋
町
長

　

過
去
に
も
、
糟
屋
地
区
市
町
長

会
で
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
論

ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

今
後
、
県
が
通
院
・
入
院
と
も

小
学
校
６
年
生
ま
で
医
療
費
を
無

料
化
す
る
な
ら
ば
可
能
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
、
県

で
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

児玉 求  議員

　
　

中
嶋
町
長

　

安
全
保
障
関
連
法
案
の
反
対
表

明
を
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
国
政

の
柱
で
あ
る
外
交
・
防
衛
の
問
題

で
あ
り
、
国
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
て
い
る
案
件
で
す
。

　

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
関
わ
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

基
礎
自
治
体
の
代
表
と
し
て
の
見

解
を
述
べ
よ
と
言
わ
れ
ま
し
て
も
、

個
人
的
見
解
で
あ
っ
て
も
コ
メ
ン

ト
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
創
生
、
独
自
の
取
り
組
み
は

　

地
方
創
生
が
政
府
の
政
策
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
須
恵
町

で
も
交
付
金
を
利
用
し
た
商
品
券

事
業
が
過
去
最
高
額
で
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
将
来
の
人
口
減
へ
の

対
策
と
し
て
始
ま
っ
た
地
方
創
生

戦
略
は
「
自
ら
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
、
多
様
な
地
域
社
会
の
形

成
を
目
指
す
」
と
う
た
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
須
恵
町
に
は
、
多
く
の

策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
企
業
の
多
く
は

中
小
企
業
で
す
が
、
全
国
的
に
も

先
進
的
な
技
術
を
持
つ
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
企
業
も
あ
り
ま
す
。
今
後

　

須
恵
町
は
、
人
口

が
緩
や
か
に
右
肩
上

が
り
で
伸
び
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、 

将
来
の
「
人
口
ビ
ジ 

ョ
ン
」
を
基
本
に
「 

産
・
官
・
学
・
金
・

労
・
言
」
の
有
識
者

会
議
等
を
設
置
し
、

具
体
的
な
施
策
を
ま

と
め
た
、
地
方
創
生

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
」
の

優
良
企
業
が
存
在
し
ま
す
。
一
般

に
は
有
名
で
な
く
て
も
、
業
界
で

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
有
す

る
企
業
は
、
多
様
な
意
味
で
須
恵

町
の
財
産
と
い
え
ま
す
。
地
方
創

生
の
流
れ
を
活
用
し
て
、
町
が
企

業
の
強
み
・
持
ち
味
を
活
か
し
た
、

互
い
に
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
は
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　
　

中
嶋
町
長

田ノ上 真  議員

の
ま
ち
づ
く
り
に
、
ど
の
よ
う
な

連
携
が
で
き
る
か
、
町
の
課
長
補

佐
会
を
中
心
に
勉
強
会
を
開
き
、

向
こ
う
30
年
を
見
越
し
た
プ
ラ
ン

も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
を
歩
く
際
、
歩
き
に
く
い

歩
道
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
特
に
、

車
両
乗
入
れ
部
の
勾
配
が
急
で
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
使
用
す
る
母
親
や

カ
ー
ト
を
押
す
高
齢
者
が
、
車
道

に
引
き
ず
ら
れ
て
危
険
を
感
じ
る

と
い
う
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

  

今
後
新
設
の
時
は
、
弱
者
に
配

慮
し
た
設
計
を
願
う
と
と
も
に
、

既
設
の
歩
道
も
順
次
改
良
を
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

中
嶋
町
長

　

昭
和
40
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で

の
道
路
構
造
令
で
は
、
道
路
と
歩

道
の
段
差
が
20
セ
ン
チ
ほ
ど
あ
る

マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
型
を
採
用
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
用
地
の
関
係
も
あ
り

ま
す
が
、
段
差
が
５
セ
ン
チ
程
度

の
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
の
歩
道
に
移

行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
道
上
に
、
ガ
ー
ド
フ 

ェ
ン
ス
を
利
用
し
た
椅
子
の
設
置

や
、
バ
ス
カ
ッ
ト
や
歩
道
の
広
い

場
所
に
は
、
ベ
ン
チ
を
置
く
な
ど

の
対
策
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答弁中の中嶋町長

県
の
動
向
を
み
て

医
療総

合
戦
略
の
策
定

産
業

3

憲
法
９
条
を
破
壊
す
る
「
戦
争

法
案
」
に
反
対
表
明
を

安
全歩

き
や
す
い
歩
道
の
実
現
を

歩
道
を
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
に

安
全
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